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1. はじめに

「マルチメディア通信と分散処理(DPS)」、「グループウェアとネットワークサービス(GN)」、「分散システム／インターネット運用技術(DSM)」、「モバイルコンピューティングとユビキタス通信(MBL)」、「コンピュータセキュリティ(CSEC)」、「高度交通システム(ITS)」、「高品質インターネット(QAI)」研究会および「ユビキタスコンピューティングシステム(UBI)」研究会の共催、「放送コンピューティング(BCC)」研究グループ、「電子化知的財産・社会基盤(EIP)」研究会の協賛で DICOMO2006シンポジウムを開催します。 これまで、平成9年度ニセコ、平成10年度指宿、平成11年度白浜、平成12年度山代、平成13年度鳴門、 平成14年度西伊豆、平成15年度阿寒湖、平成16年度雲仙、平成17年度花巻でDICOMOシンポジウムを開催し、インターネットを中心とした通信技術から、マルチメディア通信、分散システム、グループウェア、モバイルコンピューティング、ITS、ユビキタスや放送コンピューティングに関する分野の研究について活発な論文発表や議論を行ってまいりました。
平成18年度は昨年度に引き続き、ネットワークに関する研究分野を対象に、研究者間の深いディスカッションと交友の場となるよう、合宿形式によるDICOMO2006シンポジウムを開催いたします。また、今年は10周年となりますので、10周年記念イベントおよび10周年記念品を用意する予定です。学術的な研究論文のみならず、事例報告、問題提起などの論文も歓迎します。
これまでに、アブストラクトによる講演募集を締め切りましたが、多数の申し込みを頂きありがとうございました。昨年度に続き、DICOMO2006に多数の論文投稿が寄せられたため、発表者の数がさらに増加しています。このため論文のページ数は昨年度と同様、4ページとさせていただくと共に、内容を減らさないようにするために、文字サイズを小さくしたフォーマットを採用いたします。

本資料ではDICOMO2006の論文作成の方法を示します。発表者の方は、この資料に従って論文原稿を作成していただくようお願いいたします。

2. フォーマットの概要

（１）日本語タイトル、著者名、所属、英語タイトル、英語著者名、英語所属は、最初に１段組みで書きます。文字サイズは、日本語タイトルと英語タイトルが12ポイント、日本語の著者名と所属、英語の著者名と所属は10.5ポイントです。この間の行間は15ポイントの固定値になっています。

（２）本文は2段組みで、フォントは8ポイントで行間は1行です。この結果、1ページがおおよそ28文字×57行となります。

（３）また、各節の見出しは9ポイントとしています。

（４）このようなフォーマットで4ページに収まるように論文を作成していただきます。

（５）マージンは上下が3cm、左右が2cmとします。

（６）文字フォントは、タイトル、著者名、所属、見出しの部分が、日本語フォント　MSゴシック、英文フォント　Arialを使用しています。また本文は、日本語フォント　MS明朝、英語フォント　Centuryです。ただしフォントについては特に制限はいたしませんので、独自の形式で論文を作成してかまいません。

（５）この資料はこのフォーマットに従って作成しています。

3. 論文締め切り

　論文締め切りは5月9日（火）です。締め切りまでに届くように電子メールでon-line-submit-2006@dicomo.orgに送付ください。また、発表詳細について、著作権譲渡契約書、行事申込書は印刷して情報処理学会に郵送してください。スケジュールに余裕はございませんので、〆切厳守でお願いいたします。郵送に当たっては、封筒の表紙に朱字で「DICOMO2006(プログラム番号)行」と記述ください。

